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マンションDBの動向から見たエンドユーザー動向

マンションDB掲載物件のうち、完売によって掲載終了した物件割合（完売による掲載終了物件数÷掲載物件数）を見ると、２００８年の10月のリーマン
ショック後の11月までは、関東で５％、関西で３％程度の低い水準で推移していたが、12月の上昇に続いて、関東では、完売掲載終了率が上昇した。

特に、2009年の２，３月は高い水準で推移した。このころは、巷で「アウトレットマンション」など、値引き物件が話題になった時期であるが、一般物件でも在
庫の整理が進んでいたことが分かる。

その後、2009年度に入って、６～７月は完売掲載終了が増え、関東では10％前後の完売掲載終了率を示してる。

一方、関西エリアは、2009年の6月→9月はおおよそ５％前後で推移しており、2008年に比較すると１ポイント程度高い水準で推移。関東ほど顕著ではない
が、在庫の整理が進んでいることを表してる。

新築分譲マンションポータルサイト「マンションDB」の掲載物件に占める、完売による掲載物件率（＝「完売掲
載終了率」）を見ると、2009年の１－３月から、完売物件が出現する率は確実に上昇。特に首都圏ではその傾
向が強く、新規供給がシュリンクする中で、在庫減少が確実に進んでいると考えられる。
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マンションDBの動向から見たエンドユーザー動向

左のグラフは、マンションDBを使った資料請求結果を分析した
もの。資料請求をしたサイト利用者の居住地と、資料請求した
先の物件所在地に着目し、資料請求者の居住地と同一市区
内の物件に対する資料請求比率を見たものである。

その傾向を見ると、

2008年の前半には、首都圏（１都３県）では、「居住地内資料
請求割合」が約20％であった、それが、徐々に減少し、2009年
の後半には16％強まで下落している。

これは、供給物件が減少し、在庫もなくなってきたことで、エン
ドユーザー視点では「自分の住んでいるエリアに 物件が無く
なっている」という状況にあり、そのため、自分の居住地以外
への資料請求が上昇していた結果と考えられる。

一般に、不動産ポータルサイトを利用して資料請求をする場
合には自身の居住地域だけでなく、広範囲に物件を探して資
料を請求する傾向にあり、実際の物件のターゲットエリアより
は広域であると推定できるが、傾向値として、マンションを探し
ている層の「広域回遊化」が進んでいると考えられる。

マンションDB利用者の、資料請求先の地元比率（居住市区内への資料請求割合）が減退し、広域の物件へ
の資料請求が増加。

その背景は、新規供給減少と、在庫の減少によって、ユーザー視点では自身の居住するエリアの物件が減
少し、結果として、より広域の物件を探し始め、「ユーザーの広域回遊化」が顕在化しているためと考えられる。

居住市区内物件への資料請求割合
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マンションDBの動向から見たエンドユーザー動向

左のランキングは、

①他区からの平均資料請求率ランキング

当該区以外の区から、当該区へ資料請求している割合の平均
値の高い順のランキング。

→当街区の物件の他区からの人気の高さを示す。

②地元資料請求率ランキング
当該区に居住する人の資料請求全体のうち、当該区内に所在
する物件に対する資料請求の割合の高い順のランキング。

→当該区の居住者の地元志向の高さを示す。

である。

この視点でランキングを見ると、

他の区からの人気が高い区は、世田谷区、江東区、港区など。
大規模な開発の多さや、都心立地、あるいは都心に近い立地
が上位に上がっている。

居住者の地元志向が強いのは、足立区、江戸川区、世田谷区、
練馬区など、比較的マンションの供給が安定しており、賃貸居
住者も多い地域が上位。

マンションDB利用者の、資料請求先として、他区からの資料請求割合が高い「人気区」は「世田谷」「江東」
「港」が上位。

一方、資料請求先として同一居住区内の比率が高いのは「足立区」「江戸川区」「世田谷区」となっている。

「世田谷区」は他区からの人気も高く、居住者の地元資料請求率も高く、分譲マンション供給地としての基本
ポテンシャルの高さが伺え、「港」「江東」は最近の都心回帰傾向を反映して、他区からまんべんなく資料請求
を集めている。

順位 区 地元率

1 足立区 40%
2 江戸川区 37%
3 世田谷区 37%
4 練馬区 34%
5 港区 30%
6 文京区 30%
7 江東区 28%
8 板橋区 28%
9 葛飾区 27%

10 墨田区 24%
11 杉並区 24%
12 中央区 23%
13 品川区 23%
14 大田区 22%
15 荒川区 18%
16 豊島区 17%
17 台東区 13%
18 新宿区 13%
19 北区 12%
20 目黒区 11%
21 渋谷区 8%
22 中野区 7%
23 千代田区 5%

順位 区
他区から
率平均

1 世田谷区 9%
2 江東区 9%
3 港区 8%
4 文京区 6%
5 足立区 5%
6 品川区 5%
7 中央区 4%
8 江戸川区 4%
9 墨田区 4%

10 練馬区 3%
11 杉並区 3%
12 板橋区 3%
13 豊島区 3%
14 新宿区 2%
15 荒川区 2%
16 葛飾区 2%
17 大田区 2%
18 目黒区 2%
19 北区 1%
20 渋谷区 1%
21 台東区 1%
22 中野区 1%
23 千代田区 1%

＜23区の各区の資料請求状況＞

②地元資料請求率ランキング①他区からの平均資料請求率
ランキング



首都圏マンション市場 定量分析編

集計データ元

国土交通省 着工統計 2009年8月
不動産経済研究所 2009年9月
MRC 2009年9月15日

最新データ日付



Copyright (c) 2009 DG COMMUNICATIONS ,Inc. All Rights Reserved.

6

5万戸時代万戸時代万戸時代万戸時代

4万戸時代万戸時代万戸時代万戸時代

8～～～～9万戸時代万戸時代万戸時代万戸時代

24105

43,733

61,021

74,463

84,148

39,548

95,645

0戸

20000戸

40000戸

60000戸

80000戸

100000戸

120000戸

76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09年

9月時点

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

年間供給戸数 年末残戸数 年間初月契約率

年別供給量推移（1976～2009年9月）

都心部での供給が増えるマンションの好立地化と、マンション価格の下落、団塊ジュニアの住宅需要で支えられた、第7次マンションブームが土地価格の
高騰、用地不足で06年に終焉。

06年から07年は価格上昇期で、値上がり待ちで分譲を先送りとする傾向が強かったため供給量が減少。その一方、 07年夏の建築基準法改正で建築着
工戸数も落ち込み、経済情勢も徐々に悪化。

08年夏に原油や原材料が高騰、秋にリーマンショックで市況が一挙に悪化し。分譲したくても分譲できない状況となり、 08年の年間供給戸数は首都圏
43733戸と、前年比3割近く減。契約率も低下、さらに残戸が1.2万戸越えとなった。

09年1～9月の供給量は24,105戸と前年同期と比べまだ2割弱少ない。このペースでいくと、年間供給量は3.5万戸との予想が出た。特に中堅クラスのデ
ベロッパーの落ち込みが激しく、バブル崩壊後の92年以来の低水準となる。

ただ、初月契約率が持ち直していることと、残戸の減少が明るい材料となる。

第第第第4次次次次ブームブームブームブーム 第第第第5次次次次ブームブームブームブーム 第第第第6次次次次ブームブームブームブーム 第第第第7次次次次ブームブームブームブーム

最大供給
95,645戸

データ：不動産経済研究所

’97
山一倒産

’05～‘07
構造計算書偽造問題

‘07.6 建基法改正
’07.7サブプライム破綻

’07.1Q～’08.2Q
原油高騰

09年1～9月

供給量
24105戸

（前年同期比－18.3%）

09年9月末時点

残戸数
6840戸

（前年同期比－34.3％）

08秋
リーマン・ショック

09年1～9月

初月平均契約率
70.2％

（前年同期比
+7.3points）
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首都圏　月別 供給戸数＆前年同月比
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月別供給量推移

2009年1－9月の供給量は24,105戸と、前年の同期間と比べ2割弱減の供給、05年1－9月と比べて市場は4割にまで縮小。

月別の供給量では、首都圏での09年9月の新規供給量は前年同月比+26.2％の3,063戸となり、2007年8月以来25ヵ月ぶりに前年同月比プ
ラスになった。

年間供給量61,021戸
対前年比-18.1％

年間供給量43,733戸
対前年比-28.3％

9月3,063戸
対前年同月比+26.2％

07年6月

建築基準法改正

年別1－9月の供給量＆対前年比
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千葉　月別 供給戸数＆前年同月比
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埼玉　月別 供給戸数＆前年同月比
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神奈川　月別 供給戸数＆前年同月比
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都区部　月別 供給戸数＆前年同月比
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月別 エリア別供給量推移

09年9月は、前年同月比を下回ったのは神奈川のみ。前年同月費ではやや回復の傾向が全般に見られる。

中では、「神奈川」エリアの前年同月比がまだ低い水準にあり、出遅れている。一方、昨年供給が大幅に落ち込んだ埼玉エリアはここにきて
供給復活の状況にある。

データ：不動産経済研究所

年間供給量16,563戸
対前年比-30.0％

年間供給量15,602戸
対前年比-5.8％

年間供給量7,728戸
対前年比+10.3％

年間供給量4,355戸
対前年比-43.6％

年間供給量17,016戸
対前年比-16.8％

年間供給量11,824戸
対前年比-30.5％

年間供給量8,527戸
対前年比-19.0％

年間供給量5,688戸
対前年比-33.3％

年間供給量11,187戸
対前年比-12.7％

年間供給量6,264戸
対前年比-44.0％
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1～8月の着工戸数＆前年比
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着工戸数と供給戸数の推移

データ：不動産経済研究所、国土交通省

首都圏の分譲マンション着工戸数は、2000～2004年は11.5万戸で推移していたが、05～06年に12万戸越え。しかし、07年に建築基準法の改正で8.4万戸に落ち込み、08
年はその分回復したとはいえ、10万戸にとどまった。また、着工戸数に対する供給量の割合をみると、04年までは8割程度で推移していたが、その後急激に低下。07年は
建築基準法の改正で着工が止まった分供給の割合が増加したが、08年も着工された量に比して供給が少なく、供給が先送りされている。

09年1－8月の首都圏分譲マンションの着工戸数は前年同期比－57.3％の30,836戸と大きく落ち込んでいる。

供給戸数と着工戸数を見た場合、2008年は着工戸数の43％しか供給されなかったが、2009年1－8月は着工戸数に対して78％にあたる戸数が供給され
ており、過去十年間の需給バランスに近づいた数値になった。供給量に対する着工量の調整が進んだといえる。
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首都圏

0戸
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10000戸

12000戸

14000戸

16000戸

着工戸数 7,714 9,470 11,95 13,86 7,242 9,616 6,308 3,069 1,714 2,692 4,681 5,182 8,581 9,812 9,954 10,36 9,255 7,447 7,851 9,012 10,23 6,047 6,655 5,515 6,012 5,462 4,734 3,884 3,120 2,109 2,656 2,859

供給戸数 2,868 4,804 5,463 4,090 5,343 5,716 6,409 3,337 5,202 5,731 3,868 8,190 2,320 3,460 4,446 2,865 4,389 4,002 3,554 2,041 2,427 4,240 3,293 6,696 1,760 2,509 2,390 2,621 3,538 3,080 3,230 1,914

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

2007年 2008年 2009年

着工戸数と供給戸数の推移

データ：不動産経済研究所、国土交通省

エリア別の着工と供給を見たグラフでは、過去の供給÷着工比率は東京が最も低く供給と着工の乖離が大きく、その他のエリアは普通は7割前後であった。08年には、どの
エリアも乖離幅が拡がり、郊外でも未供給住戸が増加している。

分譲マンションの着工戸数をエリア別に見ると、千葉県の着工戸数減少が顕著で、5月の着工戸数は46戸、6月では０戸、8月では4戸と着工がない月が
あった。

09年に入ってから残戸優先の市場は変わらず、新規の供給が抑制されたため、着工も調整され大きく減少した。

首都圏の着工戸数を月別に見たグラフでは2月から5ヶ月連続で着工の減少が続いたが、7月と8月は前月比で増加となり、底打ち感も出てきた。
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エリア別供給量シェア推移
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マンション着工・供給エリア比率 推移

データ：国土交通省

※着工シェアは、翌年の供給シェアに概ね反映されていることがわかる。

着工着工着工着工エリアエリアエリアエリア比率比率比率比率着工着工着工着工エリアエリアエリアエリア比率比率比率比率 供給供給供給供給エリアエリアエリアエリア比率比率比率比率供給供給供給供給エリアエリアエリアエリア比率比率比率比率

首都圏のマンションの供給エリアは、04年まで、東京のシェアが増加し半数を越えたが、その後減少、代わって千葉・埼玉が増えた。しかし、郊外の売れ行き低迷で、08年
は東京のシェアが再び半数近くまで増加。神奈川は25％前後のシェア、埼玉、千葉は10～15％というのが近年の傾向。

前年のエリア別着工シェアが翌年の供給シェアをほぼ反映している。

これから09年のエリア別供給シェアは、08年同様、都区部が半数近く占め、千葉・埼玉が減ることが予想される。06年・07年の郊外供給から再び都心供給の市場になって
いる。

データ：MRC
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月別　全残戸数と完成残戸数
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残戸と完成残戸の推移

過去30年強の推移では、第2次オイルショックの80年代初頭が供給量が5万戸でその4割が残戸、完成残戸が残戸の6割まで占める厳しい市況だった。バブル崩壊時に残
戸が1万戸を越え、完成残戸比率が7割を越えたが、その後は供給量が大幅に増加したにも関わらず残戸は徐々に減り、05年には6,000戸も切った。 しかし、2008年末の
残戸12,427戸はこの25年で最多、完成残戸6,064戸は92年に次ぎ、完成残戸比率が5割に迫る状況となった。

02年以降月別に残戸と完成残戸の推移をみると、残戸が大幅に解消した05年から増加傾向に転じ、供給量が減少しているのに、07年12月から連続13ヶ月危険水域とい
われる1万戸を越えた。特に08年3月以降完成残戸が5,000戸越えと大幅に増え、完成残戸比率が50％前後となった。

しかし、09年に入り残戸1万戸を切り、9月末時点では残戸は6,840戸と堅実に減少。

ただし、完成残戸は3月末竣工物件が積みましたため、4月に一旦6,305戸と増加し、9月末時点には4,555戸に減少したが、完成残戸比率は66.6％と高い。

年別残戸と完成残戸の推移
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年間供給量4万戸
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※※※※エリアエリアエリアエリア別別別別のののの残戸残戸残戸残戸のののの分析分析分析分析にはにはにはにはMRCMRCMRCMRC調査調査調査調査によるによるによるによる残戸残戸残戸残戸データデータデータデータをををを使使使使っていますっていますっていますっています。。。。MRCMRCMRCMRCののののデータデータデータデータははははエリアエリアエリアエリアのののの比較比較比較比較がががが可能可能可能可能ななななデータデータデータデータですですですです。。。。
MRCMRCMRCMRCではではではでは販売販売販売販売センターセンターセンターセンターなどのなどのなどのなどのヒアリングヒアリングヒアリングヒアリングによりによりによりにより販売状況販売状況販売状況販売状況をををを調査調査調査調査しておりしておりしておりしており、、、、前出前出前出前出のののの不動産経済研究所不動産経済研究所不動産経済研究所不動産経済研究所のののの残戸残戸残戸残戸データデータデータデータとはとはとはとは調査方法調査方法調査方法調査方法のののの違違違違うためうためうためうため数値数値数値数値はははは一致一致一致一致しませんのでごしませんのでごしませんのでごしませんのでご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。 データ：MRC

※残戸・完成残戸は毎月15日時点の数値です。

エリア別月別残戸推移では、最も量の多い都区部では供給量の割に残戸が少なかったが、08年春以降急激に積みあがり、08年末は07年末の3倍強となった。次いで量の
ある神奈川では都区部より穏やかな増加で、08年末は07年末の1.7倍だが、完成残戸比率は都区部より高い60％。

都下、千葉、埼玉は供給量も少ないので徐々に増加しているが、埼玉では完成残戸比率が特に高いことが問題点となる。

09年に入り、全てのエリアで残戸の減少が着実に進んでいる。ただ、全残戸に占める完成残戸の比率が依然として高い。
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首都圏分譲マンション　月別の新規分譲戸数と翌月繰越残戸数を合計した販売戸数
内訳：新規分譲戸数、繰越残戸数（未竣工）、繰越残戸数（竣工済）
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毎月のマンション総販売量推移（新規販売戸数+前月繰越残戸数）

データ：不動産経済研究所

06年以降月別に、新規供給量+前月の残戸数（完成残戸+未竣工残戸）の推移を表したのが上記グラフである。（1本の棒グラフがその月の市中在庫となる。）

大体、06～07年は毎月1.2万戸前後の市中在庫があり、08年には供給が絞られているにも関わらず市中在庫が1.4万戸前後で、残戸が大幅に積み上がっていることが
読み取れる。

08年以降新規供給が減っても、残戸が増えたため、競合状況はより厳しくなっていることになる。

残戸は1月に、完成残戸は年度始めに積み上がる傾向にあり、09年1月も繰り越し残戸が12,000戸越えとなった。

しかし、この3月の年度末には残戸、完成残戸の処理が進み、 さらに供給抑制のため8月～9月市中在庫は10,000戸前後まで市中在庫は減少している。
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全売却戸数月別推移
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残戸の売却戸数 当月契約戸数

新規分譲初月契約率と繰越残戸契約率推移
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新規分譲初月契約率 残戸契約率

毎月のマンション総契約戸数（新規契約戸数+残戸契約戸数）推移

毎月のマンションの売却戸数は、04～05年は新規契約+残戸契約で7,000戸強あったが、06年には6,000戸、07年は5,000戸弱に減少。08年には市中在庫が1.4万戸前後（前頁参照）に積み上がったが、売却戸数は逆に
3500戸にまで落ち込んだ。

新規の初月契約率は、04～06年まで80％前後だったが、07年8月以降70％割れ。残戸の契約率は04～05年にかけて20％越えまで上がり、年間残戸数も05年には6000戸を切った。しかし、新規契約率同様、07年8月に
は残戸の契約率も20％割れに下落。残戸ほど動かない状況となった。

09年2～3月は残戸の処理が進み、2月は残戸の契約率が19ヶ月ぶりに20％ラインを越え、3月には新規契約率も70％越えた。

しかし、4月以降は新規、残戸ともに再び契約率が落ち込んだ。

09年7～9月では契約率が70%を超え推移しており、在庫が1万戸前後まで減っている。

初月契約率70％割れ

残戸契約率20％割れ

市中在庫1.2万戸前後

市中在庫1.4万戸前後

年間供
給量

85,429戸 84,148戸 74,463戸 61,021戸 43,733戸

年末残
戸数

7,900戸 5,987戸 8,173戸 10,763戸 12,427戸

平均月売却戸数3511戸平均月売却戸数4869戸平均月売却戸数6029戸
平均月売却戸数7188戸平均月売却戸数7271戸平均月売却戸数7108戸

データ：不動産経済研究所

市中在庫
1.2万戸前後

市中在庫
1万戸前後
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首都圏マンション平均坪単価

100万円/坪

150万円/坪

200万円/坪

250万円/坪

300万円/坪

350万円/坪

400万円/坪

450万円/坪

500万円/坪

550万円/坪

首都圏全体 139.8 141.9 176.5 229.2 265.9 323.5 317.8 269.5 231.0 224.6 205.0 201.7 206.5 194.3 190.2 179.4 174.9 171.8 183.0 182.5 179.1 184.1 210.4 214.3 207.53

都区部 173.8 181.7 269.8 384.5 448.7 499.2 501.4 388.9 308.3 282.8 244.2 245.8 257.1 238.5 229.2 220.7 220.5 215.2 229.0 222.0 229.5 239.1 298.9 274.6 253.94

都下 133.6 140.9 172.3 214.9 289.8 345.1 335.0 274.8 257.7 241.0 217.5 206.5 201.7 184.8 187.0 168.4 158.6 156.1 155.3 162.6 163.0 168.7 189.1 204.6 192.44

神奈川 128.0 135.7 164.1 223.2 255.8 310.0 291.9 257.3 239.0 227.6 207.4 196.9 191.5 183.5 174.9 166.4 159.8 159.4 159.4 160.9 165.5 179.4 195.2 200.9 192.67

埼玉 109.5 112.7 138.6 168.1 180.9 225.4 229.4 210.9 199.1 191.9 173.6 169.4 171.1 157.4 155.1 144.4 139.7 141.0 140.2 140.4 137.9 149.8 162.1 158.5 168.1

千葉 114.1 116.8 138.2 154.9 202.7 254.9 231.9 203.1 187.4 183.6 164.8 159.2 163.0 161.8 156.6 140.9 137.0 129.7 132.5 133.7 130.8 135.0 152.6 153.6 151.75

85年 86年 87年 88年 89年 90年 91年 92年 93年 94年 95年 96年 97年 98年 99年 00年 01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年

09年

（9/15

時点）

エリア別平均単価推移

※データ：MRC
02年・03年が底値単価 07～08年がピーク単価

06年対前年 07年対前年 08年対前年 09年対前年

首都圏 +2.8％ +14.2％ +1.8％ -3.1%

都区部 +4.2％ +25.0％ -8.1％ -7.5%

都下 +3.5％ +12.1％ +8.2％ -6.0%

神奈川 +8.4％ +8.8％ +2.9％ -4.1%

埼玉 +8.6％ +8.2％ -2.2％ +6.0%

千葉 +3.2％ +13.0％ +0.7％ -1.2%

首都圏のエリア別年別単価推移を見ると、バブル崩壊後02年前後が底値でその後徐々に上昇、06年以降急上昇していた。

08年末は、首都圏全体平均ではまだ対前年を上回っているが、都区部、埼玉では下落。

06年と07年の対前年の単価上昇率をみると、07年での上げ幅が大きく、特に都区部では25%上昇し300万円に迫っていた。

09年に入り、さいたま新都心や浦和、大宮などの高単価物件が出た埼玉以外では単価下落。特に、都区部では08年で既に対前年より下落、09年は7.5％下落。

今後は値上がり前の05～06年の相場に戻ると思われるが、立地の弱い所、残戸圧力が強い所では、02～03年レベルまで落ちることもありえる。
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17エリア別価格と面積の推移

首都圏マンション平均価格

2000万円

3000万円

4000万円

5000万円

6000万円

7000万円

8000万円

首都圏全体 2,563 2,651 3,301 4,297 5,062 5,573 5,249 4,633 4,285 4,333 4,085 4,183 4,307 4,035 4,003 3,894 3,882 3,819 3,886 3,933 3,916 4,047 4,764 4,751 4364.8

都区部 3,021 3,368 4,475 6,386 7,210 7,723 7,256 6,149 5,220 5,220 4,724 4,962 5,203 4,744 4,556 4,422 4,485 4,299 4,378 4,468 4,726 5,015 6,366 5,735 4886.5

都下 2,591 2,558 3,385 5,274 5,185 5,763 5,957 4,884 4,813 4,717 4,456 4,471 4,362 4,053 4,132 3,947 3,837 3,890 3,753 3,831 3,753 3,890 4,336 4,656 4186.5

神奈川 2,557 2,695 3,281 4,373 5,294 5,561 5,213 4,971 4,637 4,531 4,279 4,212 4,259 4,063 3,914 3,856 3,771 3,798 3,751 3,757 3,870 4,141 4,427 4,507 4201.4

埼玉 2,315 2,289 2,860 3,373 3,977 4,633 4,719 4,138 4,012 3,848 3,576 3,670 3,788 3,425 3,425 3,308 3,268 3,390 3,252 3,246 3,151 3,384 3,656 3,625 3748.7

千葉 2,610 2,597 3,214 3,735 4,755 5,800 5,441 4,635 4,010 3,918 3,592 3,626 3,680 3,732 3,687 3,439 3,506 3,313 3,484 3,396 3,174 3,326 3,781 3,681 3637.5

85年 86年 87年 88年 89年 90年 91年 92年 93年 94年 95年 96年 97年 98年 99年 00年 01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年
09年
（9/15

時点）

データ：MRC

グラ フ：DGC作成

首都圏マンション平均面積

45㎡

50㎡

55㎡

60㎡

65㎡

70㎡

75㎡

80㎡

85㎡

90㎡

首都圏全体 60.6 61.8 61.8 62.0 62.9 57.0 54.6 56.8 61.3 63.8 65.9 68.6 68.9 68.6 69.6 71.7 73.4 73.5 70.2 71.2 72.3 72.7 74.8 73.3 69.528

都区部 57.5 61.3 54.8 54.9 53.1 51.1 47.8 52.3 56.0 61.0 63.9 66.7 66.9 65.8 65.7 66.2 67.3 66.0 63.2 66.5 68.1 69.3 70.4 69.0 63.611

都下 64.1 60.0 64.9 81.1 59.2 55.2 58.8 58.8 61.7 64.7 67.7 71.6 71.5 72.5 73.1 77.5 80.0 82.4 79.9 77.9 76.1 76.2 75.8 75.2 71.915

神奈川 66.1 65.6 66.1 64.8 68.4 59.3 59.0 63.9 64.1 65.8 68.2 70.7 73.5 73.2 74.0 76.6 78.0 78.8 77.8 77.2 77.3 76.3 75.0 74.1 72.085

埼玉 69.9 67.1 68.2 66.3 72.7 67.9 68.0 64.9 66.6 66.3 68.1 71.6 73.2 71.9 73.0 75.8 77.3 79.5 76.7 76.4 75.6 74.7 74.6 75.6 73.72

千葉 75.6 73.5 76.9 79.7 77.5 75.2 77.6 75.4 70.7 70.5 72.0 75.3 74.6 76.3 77.8 80.7 84.6 84.4 86.9 84.0 80.2 81.4 81.9 79.2 79.24

85年 86年 87年 88年 89年 90年 91年 92年 93年 94年 95年 96年 97年 98年 99年 00年 01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年

09年

（9/15

時点）

データ：MRC

グラ フ：DGC作成
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18供給面積帯・価格帯のシェア推移

中心面積帯は、70㎡台で35～40％とほぼ変わりない。90年代半ばは60㎡台（いわゆる面積圧縮型3LDK）が多く供給されていたが、その後15％程度に減少。

代わって、2000年代に入り、80㎡以上の広面積住戸が増加、一時は4割占めたが、このところ3割程度のシェア。50㎡未満のコンパクト商品も新しい商品カテゴリとして市場
を形成、06年には6％弱まで減少したが、再び1割近いシェアとなる。

中心価格帯は長らく3,000万円台で4割弱のシェアだったが、07年以降3割に減少。代わって、5,000万円以上が3割占め、特に7,000万円以上が1割に迫った。

2000年代初頭は、9万戸の大量供給時代でも、6割が4,000万円未満という価格だったため好調だった。しかし、この2年は価格高騰で売れ行きが低迷、今後はやはり一般
サラリーマンが手の届く4,000万円までが中心となれば、市況は回復してくると考えられる。

首都圏　面積帯別シェア
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不動産業業況調査 住宅･宅地分譲業
（財）土地総合研究所
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用地取得件数

モデルルーム来場数

成約件数

在庫戸数

販売価格の動向

39732 40477 41057

32080

39352 39548

25910 26248
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89256 88516
83183
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8783 6749 8583 10447 8330 9887 11107 9155 8903 9571 11611 9728 7900 5987 8173
10763 12427

50万円

100万円

150万円

200万円

250万円

300万円

350万円

5000円

10000円

15000円

20000円

25000円

30000円

35000円

40000円

45000円

首都圏坪単価（万円） 141 140 182 231 263 309 301 264 233 226 206 202 206 194 190 179 173 170 180 182 180 183 203 215

日経平均株価（大引け） 13,113 18,701 21,564 30,159 38,916 23,849 22,984 16,925 17,417 19,723 19,868 19,361 15,259 13,842 18,934 13,786 10,543 8,579 10,677 11,489 16,111 17,226 15,308 8,860

’85年 ’86年 ’87年 ’88年 ’89年 ’90年 ’91年 ’92年 ’93年 ’94年 ’95年 ’96年 ’97年 ’98年 ’99年 ’00年 ’01年 ’02年 ’03年 ’04年 ’05年 ’06年 ’07年 ’08年

株価上昇でも坪単価は下がり続ける。
株価上昇でも坪単価は下がり続ける。 用地不足で値上がり

残戸数

供給戸数

ITバブル崩壊バブル崩壊※坪単価は2008年は12月時点、不動産経済研究所

※日経平均株価は各年の大引け
※供給戸数、残戸数は不動産経済研究所

サブプライム問題

価格上昇なきマンションブーム

（財）土地総合研究所 不動産業者58社対象 住宅宅地分譲業に関する調査

大量供給価格低迷期大量供給価格低迷期大量供給価格低迷期大量供給価格低迷期 価格上昇期価格上昇期価格上昇期価格上昇期残戸残戸残戸残戸6000戸割戸割戸割戸割れれれれ

参照）景気とマンション市況との連動性（2009年3月作成資料より）

大型住宅ローン減税実施予定。

価格改定物件の続出。

夏までは完成残戸処理が優先事項に。

秋より、用地を高値で仕入れた物件
の新規売り出しと、事業化断念で放
出された用地の仕切りなおし案件で、
新たな市場形成が始まる。

一方、処理しきれない完成残戸が再
販業者により破格値で市場に放出さ
れることも。

（不動経予測47,000戸）

2009

08年前半は石油や原材料の値上がり
もあり、マンションも価格上昇基調
だったが、郊外では価格改定物件出
現。

9月には、サブプライムによる不景気
の波が日本にも押し寄せ、秋のリー
マンショックが駄目押し、大不況時
代に。

分譲予定物件も軒並み販売延期とな
り、年間供給量は4.5万戸割れ。

一方、残戸は1.2万戸を越え、半数が
完成残戸に。

デベロッパーの破綻も相次ぐ。

07年夏アメリカでサブプラ
イム破綻。

日本では建築基準法の改正で
確認申請が遅れ着工数大幅減。

地価は高騰。億ションでは、
坪1000万越えも。

Ｊリート夏前に最高値をつけ
るも、秋には急落。

年末残戸が1万戸越え。

マンション単価上昇基調に
転ずる。

それを受けて、値上がり待
ちの供給先送りで、年間供
給量が7.5万戸弱に。

着工に対する供給比率も大
幅ダウン。

年間8～9万戸時代

価格上昇なきマンションブーム

残戸が6000戸割る

分譲ではなく不動産ファンドに流
れる物件も顕在化。

05年に耐震偽装発覚

トピック

＠215＠210＠184＠179＠183平均単価

43％73％59％67％75％供給/着工

100,72683,502125,271124,991114,287着工戸数

48.8％28.6％25.7％23.8％25.1％完成残戸/残戸

6,0643,0762,1031,4221,983（内完成残戸）

12,42710,7638,1735,9877,900年末残戸数

43,733
（不動経予測5.4万戸）

61,021
（不動経予測8.2万戸）

74,463
（不動経予測8.5万戸）

84,14885,429年間供給量

20082007200620052004首都圏マンション市場

大型住宅ローン減税実施予定。

価格改定物件の続出。

夏までは完成残戸処理が優先事項に。

秋より、用地を高値で仕入れた物件
の新規売り出しと、事業化断念で放
出された用地の仕切りなおし案件で、
新たな市場形成が始まる。

一方、処理しきれない完成残戸が再
販業者により破格値で市場に放出さ
れることも。

（不動経予測47,000戸）

2009

08年前半は石油や原材料の値上がり
もあり、マンションも価格上昇基調
だったが、郊外では価格改定物件出
現。

9月には、サブプライムによる不景気
の波が日本にも押し寄せ、秋のリー
マンショックが駄目押し、大不況時
代に。

分譲予定物件も軒並み販売延期とな
り、年間供給量は4.5万戸割れ。

一方、残戸は1.2万戸を越え、半数が
完成残戸に。

デベロッパーの破綻も相次ぐ。

07年夏アメリカでサブプラ
イム破綻。

日本では建築基準法の改正で
確認申請が遅れ着工数大幅減。

地価は高騰。億ションでは、
坪1000万越えも。

Ｊリート夏前に最高値をつけ
るも、秋には急落。

年末残戸が1万戸越え。

マンション単価上昇基調に
転ずる。

それを受けて、値上がり待
ちの供給先送りで、年間供
給量が7.5万戸弱に。

着工に対する供給比率も大
幅ダウン。

年間8～9万戸時代

価格上昇なきマンションブーム

残戸が6000戸割る

分譲ではなく不動産ファンドに流
れる物件も顕在化。

05年に耐震偽装発覚

トピック

＠215＠210＠184＠179＠183平均単価

43％73％59％67％75％供給/着工

100,72683,502125,271124,991114,287着工戸数

48.8％28.6％25.7％23.8％25.1％完成残戸/残戸

6,0643,0762,1031,4221,983（内完成残戸）

12,42710,7638,1735,9877,900年末残戸数

43,733
（不動経予測5.4万戸）

61,021
（不動経予測8.2万戸）

74,463
（不動経予測8.5万戸）

84,14885,429年間供給量

20082007200620052004首都圏マンション市場

首都圏の平均単価と日経平均株価の推移

この5年の首都圏マンション市場の流れから09年の見通し
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20
年別マンション集計データ

供供供供 給給給給 戸戸戸戸 数数数数 平平平平 均均均均 価価価価 格格格格 平平平平 均均均均 面面面面 積積積積 坪坪坪坪 単単単単 価価価価 年年年年 末末末末 残残残残 戸戸戸戸 数数数数 契契契契 約約約約 率率率率

1976197619761976 25,059戸 1,630万円 56.6㎡ 95万円 9,157戸 68.3%

1977197719771977 47,134戸 1,646万円 56.4㎡ 97万円 8,714戸 70.0%

1978197819781978 54,700戸 1,711万円 56.1㎡ 101万円 6,665戸 73.9%

1979197919791979 53,772戸 1,992万円 59.5㎡ 111万円 5,082戸 80.5%

1980198019801980 48,471戸 2,477万円 63.0㎡ 130万円 10,872戸 65.4%

1981198119811981 54,672戸 2,616万円 61.0㎡ 142万円 19,265戸 54.1%

1982198219821982 52,465戸 2,578万円 60.2㎡ 142万円 21,337戸 52.6%

1983198319831983 54,521戸 2,557万円 59.7㎡ 142万円 21,341戸 59.4%

1984198419841984 43,839戸 2,562万円 61.0㎡ 139万円 11,952戸 66.8%

1985198519851985 39,732戸 2,683万円 62.8㎡ 141万円 8,703戸 65.3%

1986198619861986 40,477戸 2,758万円 65.0㎡ 140万円 2,580戸 76.8%

1987198719871987 41,057戸 3,579万円 65.1㎡ 182万円 1,405戸 91.2%

1988198819881988 32,080戸 4,753万円 68.0㎡ 231万円 4,225戸 74.9%

1989198919891989 39,352戸 5,411万円 67.9㎡ 263万円 4,222戸 77.4%

1990199019901990 39,548戸 6,123万円 65.5㎡ 309万円 8,014戸 73.9%

1991199119911991 25,910戸 5,900万円 64.9㎡ 301万円 11,704戸 58.3%

1992199219921992 26,248戸 5,066万円 63.3㎡ 264万円 8,783戸 72.8%

1993199319931993 44,270戸 4,488万円 63.8㎡ 233万円 6,749戸 83.3%

1994199419941994 79,897戸 4,410万円 64.6㎡ 226万円 8,583戸 85.4%

1995199519951995 84,885戸 4,148万円 66.7㎡ 206万円 10,447戸 78.5%

1996199619961996 82,795戸 4,238万円 69.5㎡ 202万円 8,330戸 83.1%

1997199719971997 70,543戸 4,374万円 70.3㎡ 206万円 9,887戸 75.1%

1998199819981998 66,308戸 4,168万円 71.0㎡ 194万円 11,107戸 71.2%

1999199919991999 86,297戸 4,138万円 71.8㎡ 190万円 9,155戸 79.0%

2000200020002000 95,645戸 4,034万円 74.7㎡ 179万円 8,903戸 79.6%

2001200120012001 89,256戸 4,026万円 76.9㎡ 173万円 9,571戸 78.1%

2002200220022002 88,516戸 4,002万円 78.1㎡ 170万円 11,611戸 75.4%

2003200320032003 83,183戸 4,069万円 74.7㎡ 180万円 9,728戸 78.1%

2004200420042004 85,429戸 4,104万円 74.6㎡ 182万円 7,900戸 79.0%

2005200520052005 84,148戸 4,108万円 75.4㎡ 180万円 5,987戸 82.5%
2006200620062006 74,463戸 4,200万円 75.7㎡ 183万円 8,173戸 78.3%
2007200720072007 61,021戸 4,644万円 75.6㎡ 203万円 10,763戸 69.7%
2008200820082008 43,733戸 4,775万円 73.4㎡ 215万円 12,427戸 62.7%

2009200920092009（（（（9999月時点月時点月時点月時点）））） 24,105戸 4,493万円 71.0㎡ 209万円 6,840戸 70.2%

データ：不動産経済研究所



Copyright (c) 2009 DG COMMUNICATIONS ,Inc. All Rights Reserved.

株式会社DGコミュニケーションズ

コミュニケーションデザイン本部

ナレッジマネージメント室

http://www.dg-c.co.jp/

h t t p : / / m a n s i o n - d b . c o m /

新 築 マ ン シ ョ ン 情 報 サ イ ト リーチ抜群のDMツールをエリアに配布

広 告 掲 載 の お 問 合 せ
D G コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ
T E L ： 0 3 － 3 5 3 2 － 6 3 2 5

商 品 の お 問 合 せ
D G コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ
T E L ： 0 3 － 3 5 3 2 － 6 3 3 3

SogeiエリアセグメントDM

2009年12月発行

マンション市場レポート2009年第3四半期号

ののののオリジナルメディアオリジナルメディアオリジナルメディアオリジナルメディア


